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第第4141期第期第33四半期決算四半期決算 連結連結損益損益状況状況

（単位：億円）

10年第3Q累計実績 09年第3Q累計実績

売上比 売上比 増減額 前年対比

売上高 978.0 ― 1,037.9 ― △59.9 △5.8%

営業利益 10.6 1.1% △1.7 △0.2% ＋12.3 ―

経常利益経常利益 15.0 1.5% 0.8 0.1% ＋14.2 ―

四半期純利益 13.6 1.4% △9.0 △0.9% ＋22.6 ―

1株当り四半期
純利益 (円)

26.84 △17.92

売上高は、第売上高は、第22四半期まで四半期までの通販事業の在庫処分販売縮小や現販事業不振によるの通販事業の在庫処分販売縮小や現販事業不振による
減収の影響減収の影響が大きいもののが大きいものの、主力の通販事業は、主力の通販事業はインターネット経由インターネット経由売上高が順調売上高が順調にに
伸長伸長したことや７月したことや７月以降は購入客数も増加傾向に以降は購入客数も増加傾向に転じたこと等により第３四半期は転じたこと等により第３四半期は伸長伸長したことや７月したことや７月以降は購入客数も増加傾向に以降は購入客数も増加傾向に転じたこと等により第３四半期は転じたこと等により第３四半期は
前年並み（前年並み（99.2%)99.2%)に回復し、減収幅に回復し、減収幅がが縮小縮小

営業利益は継続的な収益構造改革により、カタログ関連コストおよび受注・配送コス営業利益は継続的な収益構造改革により、カタログ関連コストおよび受注・配送コス
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営業 継続 構 改革 り、 関 受 送営業 継続 構 改革 り、 関 受 送
トの費用効率が好転し、対前年同期比では増益幅が拡大トの費用効率が好転し、対前年同期比では増益幅が拡大

上記及び一時的な経常外支出がなくなったこと等により、当期純利益は大幅に改善上記及び一時的な経常外支出がなくなったこと等により、当期純利益は大幅に改善



第第4141期第期第33四半期決算四半期決算 セグメント別損益状況セグメント別損益状況

（単位：億円）

10年第3Q累計実績 09年第3Q累計実績

売上比 売上比 増減額 前年対比

通
販

売上高 930.1 ― 963.8 ― △33.7 △3.5%

営業利益 2 2% 0 5% ＋15 9 ＋360 0%販
事
業

営業利益 20.3 2.2% 4.4 0.5% ＋15.9 ＋360.0%

経常利益 25.4 2.7% 7.2 0.7% ＋18.2 ＋252.8%

売上高 14 8 16 2 △1 4 △8 5%
金
融
事
業

売上高 14.8 ― 16.2 ― △1.4 △8.5%

営業利益 5.3 36.0% 6.9 43.0% △1.6 △23.5%

経常利益 5 9 40 1% 9 9 61 5% △4 0 △40 3%業経常利益 5.9 40.1% 9.9 61.5% △4.0 △40.3%

現
販

売上高 35.0 ― 60.9 ― △25.9 △42.5%

営業利益 △1 5 △4 4% 0 9 1 5% △2 4販
事
業

営業利益 △1.5 △4.4% 0.9 1.5% △2.4 ―

経常利益 △1.5 △4.6% 0.4 0.8% △1.9 ―

売上高 △2 0 △3 0 ＋1 0消
去
・全
社

売上高 △2.0 ― △3.0 ― ＋1.0 ―

営業利益 △13.5 ― △14.0 ― ＋0.5 ―

経常利益 △14 8 △16 8 ＋2 0

3

社経常利益 △14.8 ― △16.8 ― ＋2.0 ―

・金融事業は、連結子会社のnｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｻｰﾋﾞｽ㈱および持分法適用関連会社のﾆｯｾﾝ･ｼﾞｰ･ｲｰ･ｸﾚｼﾞｯﾄ㈱で構成。


